
 

「雑司ケ谷霊園再生のあり方について(中間のまとめ)」に対する 豊島区意見及び対応方針（案） 

 

内  容：中間のまとめについて了承いただき、今後の整備や管理運営にあたって配慮するよう下記の要望があった。 

No. ご 意 見 対 応 方 針 

１ 【霊園施設の充実について】 

・都市計画道路の整備とあわせて、アクセス性や案内表示に配慮するとと

もに、特に都電停留場側は、雑司ケ谷霊園の顔であり、拠点広場やエン

トランス広場が一体的な計画となるよう、十分考慮されたい。 

 

・主要園路に繋がる入口は、エントランス広場を配置していくほか、園路沿い

の辻等には拠点広場を配置してまいります。 

現地の状況等を踏まえ、ご意見も参考としながら、施設の具体的な整備箇所 

等について検討してまいります。 

２ 【自然資源の保全・活用について】 

・各墓地内に植えられた個人所有の大木も可能な限り存置するとともに、

墓所等の保全・活用にあたっては良好な状態が保てるよう十分配慮され

たい。 

 

・巨木の樹形や健全度、周辺への支障等状況を調査したうえで周辺の墓所使用

者の意向を踏まえて保全対象木を選定し、樹木の生育環境を確保していくた

めの取組を進めてまいります。 

３ 【周辺資源との連携・活用について】 

・日本ユネスコ協会による「雑司が谷未来遺産※」の認定を踏まえ、「雑司

が谷未来遺産協議会」とも連携し、歴史と文化ならびに地域の文化も十

分考慮されたい。 

 

 

 

※ 公益社団法人日本ユネスコ協会連盟が、市民が取り組む文化や自然の保護・継

承のための活動を「プロジェクト未来遺産」として登録している。 

地域住民が区や学校と連携して雑司が谷の自然・文化を継承する活動が 2014

年に登録された。 

 

・霊園周辺に多数存在する寺社等の歴史資源と霊園内の資源について、貴区や

観光協会等と連携して一体的に活用することとしており、ご意見を踏まえ、

「雑司が谷未来遺産協議会」とも連携してまいります。 
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４ 【地域住民等との連携について】 

・地域住民等の美化活動に対する補助制度の充実を図られたい。 

 

・公益財団法人東京都公園協会において、「都立公園事業に参加協力する都民へ

の助成金」により、都立公園、庭園、霊園でボランティア活動をしている団

体（個人）の皆様に、その活動費用の一部を助成しています。 

ご意見は今後の管理運営の参考とさせていただきます。 

 

５ 【避難場所としての機能向上について】 

・震災時の広域避難場所であることから避難時の安全性を確保されたい。 

 

・災害時の避難場所としての機能を向上してまいります。 

 例えば、エントランス広場の整備により避難入口としての機能、園路の拡幅

や舗装等により円滑な避難の機能を向上すること、また、休憩や散策の拠点

となる広場を整備し、避難空間としても活用することなどを予定しています。 

現地の状況等を踏まえ、貴区と連携して施設の具体的な箇所や整備内容を検

討してまいります。 

 

６ 【その他】 

・安全で安心できるまちに向けて、霊園内へ防犯カメラを設置されたい。 

 

 

 

・霊園管理事務所の前に防犯カメラを設置しております。 

ご意見は今後の整備や管理運営の参考とさせていただきます。 

また、ご意見を踏まえ 26 頁ア）墓参者の利便性等の向上 において、 

「墓参者の利便性の向上や安全性、安心して利用できる環境の確保に 

向け」と下線のとおり追記しました。 

 

 


